
昭和 29年 3月（1954）〕 209 

アメリカザリガ二分布前後に於ける肝吸虫被嚢

幼虫の浸淫度に就て

稲垣元↑尊

北里研究所寄生虫学部

1. 緒言

終戦後長野博士は，久振ぶりに岡山県の肝殴虫地域お

訪ね，終戦前に比しマメタニシの激減と同時に，魚体内

の肝吸虫被嚢幼虫の激減しておる事実お認め，その原因‘

お終戦の 2～3年前， 自然的に同地方へ移入繁殖したア

メ少カザリガエ（Cambarus clarkii) （以下ザリガニと略

記す）の活躍に帰した。

余はこの激減の原因が，果してザリガ二にあるや否や

を確めるために，ザリガニの分布以前に被嚢幼虫の浸淫

度が詳細に明示せられておる地方数カ所に就て，その当

時なされたと同一方法或は同程度の巌密さを以て，再調

査を行いザ、リガ二分布前後に於ける被襲幼虫の浸淫度を

比較検討したO

2. 検査材料及び検査方法

所定の地域で、捕獲した Pseudorasborapa仰 a（以下 P.

ρ．主略記）（但し P.ρ．捕獲不如意な場合は参考のため

Leucogobio guentheri或は Sarcocheilithysvariegatus 

に就て調査した）を氷を詰めた氷嚢中に入れ，之を湿潤

せしめた木屑中に納めて，郵送されたもの，叉は自ら捕獲

したものを，氷を詰めた魔法瓶に入れて，氷室内に貯え，

腐敗を防ぎつL，捕獲後5～14日の聞に検査を行った。

被嚢幼虫の多くは包嚢内に於て活漉に運動していた。

被嚢幼虫検出は，長野氏法により魚体を人工胃液中に

浸して， 38°C～40つCに2～3時間保ち，その間2～3回割

箸を以て撹持して消化を容易ならしめ，充分消化された

淘濁液を茶穏を以て尖底チリシデノL内に瀦過してそのま

ふ沈殿せしめた。沈殿に要する時間は概ね 10～20分で，

沈殿不良なる時は一夜氷室に保存して沈殿せしめた。向

お猪遁の際糠器に残存せる残澄は之を再び水にて充分洗

Motohiro Inagaki: Survey on the metacercaria 
of Clonorchis sinenszs before and after the dist-
ribution of Cambarus clarkii. (Department of Pa-
rasitology, Kitasato Institute for Infectious Dise-
ases, Tokyo.) 

機撹持し，第一液の場合と同様の方法で検査し，見落し

のない様努めた。

この際沈澱チリシデル中の消化液がよく沈滅すれば，

毛細ピペットで器底から股引し犬時計皿に移し，水を充

分に加えて良く混和し，市して後皿の一端を把持して皿

にて小円を描くが如き心持にて，皿に廻旋様運動を与う

れば，比重の関係により，肝吸虫の被嚢幼虫は中心部に

集合する。この幼虫を含まない周辺部の液を毛細ピペッ

トにて既引放棄する。幾度も水を注加して之を繰返し，

液が透明になる迄行い，之をー小部分宛小時計硝子皿に

移し約20倍の拡犬鏡下に於て分磁針を月］いて其数を

計算した。

3. 検査成績

現在ザ、リガニの分布しておる地方で，しかもザリガニ

分布以前に被嚢幼虫の浸淫度を詳細に調査せられておる

地方即ち岡山県（1926年，長谷川）， (1937年，河井・湯

本）茨娩県（1933及び1935年，井出），東京都（1935年，

古賀），滋賀県（1943年，滋賀県衛生課）で，前回に捕獲

した地域で、捕獲した一材料を用いた。以下その成績を表示

する。（第1～18表参照）

向第1～5表を見るに，同日に同地域で‘捕えた魚であ

るのに，寄生数に犬差があるO これはマメタニシが急、に

激減した地方で屡亙見られる現象で，魚及び、マメタニシ

の移動性と潜出セノレカリアの濃淡との関係によると考え

られておる。

叉三幡村地方にては P.ρ．を僅かに2尾しか捕獲し得
なかったので，同時に捕獲した Leucogobioguentheriに

就て調査し7こ。

次にザリガニ分布前後に於ける包嚢幼虫の年度別浸淫

度を比較表示する。（第四， 20,21, 22表参照）
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第 1表岡山！孫（其の 1) 第 4表岡山県系（其の 4)

Pseudorasbora parva （都窪郡稲田村産） Pseudorasbora ρarva （児島郡興除村六区産）

1951年 7月4日捕獲 1953年 1月27日捕獲

No. 体長 （cm) 体重（g) 被襲幼虫数 No. 体長 （cm) 体重（g) 被嚢幼虫数

1 6.8 4.0 196 1 6.5 2.7 

＆。~ 6.8 3.5 219 2 6.5 2.8 

3 6.6 3.0 48 3 6.4 3.0 325 

4 7.0 3.8 435 4 6.2 2.4 

5 6.5 3.0 198 5 6.8 3.2 

6 7.5 4.8 6 7.0 3.2 

7 7.2 3.2 7 6.6 2.3 

8 7.0 4.0 300 8 5.5 1.5 848 

9 7.5 4.6 9 7.9 4.7 

10 7.0 3.8 10 7.0 
， 

3.3 

計 1396 計 1173 

平均 6.9 3.8 139.6 平 均 6.6 2.9 117.3 

第 2表 岡山際（其の 2) 第 5表 岡山県系（其の 5)

Pseudoras.,,ora parva （都窪郡酒田村産） Pseudorasbora parva （児島郡興除村大水門産）

1951年 8月28日捕獲 1953年 1月27日捕獲

No. 体長 （cm) 体重（g) 被嚢幼虫数 No. 体長 （cm) 体重（g) 被嚢幼虫数

1 7.0 6.3 545 1 6.6 3.0 

2 6.5 3.1 738 2 6.4 3.3 

3 7.5 4.9 1858 3 5.2 2.5 1199 

4 7.1 4.1 381 4 6.2 2.3 

5 6.5 4.3 185 5 6.8 2.9 

6 7.1 5.0 732 6 6.5 

7 6.5 4.3 382 7 5.8 

8 6.5 4.0 146 8 6.7 17 5 

9 7.0 5.0 764 9 7.5 

10 6.7 4.0 143 10 7.8 

計 5874 計 1204 

平均 6.8 4.5 587.4 平均 6.6 3.1 120.4 

第 3表 岡山鯨（其の 3) 第 6表 岡山県系 （其の6)

Pseudorasboraρarva （都窪郡踊田村産） Pseudorasbora parva （御津郡芳田村米倉産）

1953年 3月11日捕獲 1953年 3月11日捕獲

No. 体長 （cm) 体重 （g) 被襲幼虫数 No. 体長 （cm) 体重（g) 被襲幼虫数

1 7.8 4.8 1 7.0 3.5 

? 」 6.6 3.3 2 7.0 3.9 

3 6.8 3.9 3 7.0 3.6 

4 7.5 3.8 4 7.3 4.5 

5 7.5 4.3 5 6.5 2.9 

6 6.6 2.8 6 7.5 4.6 

7 6.0 2.4 7 7.0 3.1 

8 6.4 2.6 8 7.8 4.7 

9 7.0 3.2 9 7.0 3.4 

10 6.8 3.2 10 6.8 3.0 

計 2969 計 305 

平均 6.9 3.4 296.9 平均 30.5 

( 34 ) 
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第四表（茨城牒其の 2)

Sarcocheilichthys variegatus （稲敷郡

牛久村・牛久沼産）

1951年 10月7日捕獲

昭和 29年 3月（1954）〕

第 7表岡山県系（其の 7)

Pseudorasbora parva （上道郡三幡村産）

（現岡山市江並）

1653年 4月12日捕獲

被嚢幼虫数

均

1

2

計

卒

1 

0 

1 

0.5 

体重（g)

7.0 

4.0 

体長（cm)

9.0 

8.5 

No. 
被襲幼虫数体重（g)体長（cm)No. 

2

0

2

1

 

2.4 

1.4 

6.2 

5.2 

1 
勺

計

平均 5.5 8.7 1.9 5.7 

Leucogobio guentheri （稲敷郡牛久村・牛久沼産）

1951年 10月7日捕獲
第 8¥表岡山県系（其の 8)

Leucogobio guentheri （上道郡三幡村産）

1953年 4月12日捕獲 被嚢幼虫数体重（g)体長（cm)No. 

民
u
a
U
F
O

3.3 7.0 

均

1

計

卒

被襲幼虫数体重（g)

3.3 

第 11表茨城県系（其の 3)

Pseudorasbora parva （新治郡安中村・霞浦産）

1952年 8月21日捕獲
57 
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体長（cm)

6.5 

7.0 

6.0 

6.2 

6.5 

6.2 

6.7 

6.2 

6.9 

No. 

均

1

2

3

4

5

6

7

8

9

計

卒

62 

6.7 2.6 6.4 

第 9表茨城県系（其の 1)

Pseudorasbora parva （稲敷郡牛久村新治・牛久沼産）

1951年 12月捕獲

第 12表 茨城廓（其の 4)

Pseudorasbora parva （鹿島郡鉾田町・北浦産）

1952年 1月10日捕獲

被嚢幼虫数

均

1

2

3

4

5

計

平

体重（g)

2.9 

3.7 

3.3 

3.0 

6.0 

体長（cm)

7.5 

7.5 

7.4 

7.3 

8.5 

No. 

被嚢幼虫数

188 

492 

81 

8 
2 

6 

体重（g)

7.6 

7.6 

11.3 

4.3 

3.2 

5.0 

5.3 

5.1 

5.4 

5.1 

体長（cm)

9.8 

8.0 

10.9 

8.3 
7.3 

8.5 
8.4 

8.3 

8.0 

8.3 

No. 

均

1
2
3
4
5
6
7
8
9
m
．
計
平

。
。3.8 7.6 

777 

77.7 6.0 8.5 
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第 15表滋賀豚（其の 1)

P seud orasboraρarva （彦根市松原内糊産）

1953年 6月 16日捕獲

体重（g) 被襲幼虫数

3.6 0 

2.0 0 

1.8 ¥ 

1.6 I 

1.4 I 

2.2 l 

2.2 J 

2.4 I 

1.9 I 

0.8 / 
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。

体長（cm)

6.8 

6.0 

5.5 

5.3 

5.1 

5.9 

6.1 

6.1 

5.4 

4.7 

Sarcocheilichthys variegatus鹿島郡

鉾田町・北浦産）

1952年 2月 20日捕獲

212 

No. 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

計

平均

被襲幼虫数

43 

92 

18.4 

丹、

υ

氏
U

A

V

2

1

1

 

体重（g)

14.1 

11.9 

11.2 

10.2 

9.3 

体長（cm)

12.0 

11.0 

11.4 

10.5 

11.0 

1 

2 

3 

4 

5 

計

平均

No. 

。。
第 16表滋賀牒（其の 2)

Sa陀 ocheilichthysvariegatus （蒲生郡八幡町産）

1953年 7月6日捕獲

体重（g)

2.4 

3.2 

2.8 

2.7 

2.8 

4.3 

3.8 

4.5 

4.3 

4.3 

2.0 5.7 

5.7 

第 13表茨城県率、（其の 5)

Pseudorasbora parva （鹿島郡白鳥村・北浦産）

1953年 1月 10日捕獲

11.1 

被嚢幼虫数体重（g)体長（cm)No. 

被嚢幼虫数体長（cm)

6.5 

6.7 

6.8 

6.6 

6.7 

7.3 

7.0 

7.6 

7.6 

7.1 

No. 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

計

平均

5.9 

2.9 

3.5 

4.0 

7.8 

3.i 

3.5 

2.。

8.3 

6.8 

6.9 

7.2 

8.6 

7.0 

7.0 

6.0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

計

平均

24 

3 4.1 7.2 
1 

0.1 

第 17表滋賀県系（其の 3)

Pseudorasbora parva （蒲生郡八幡町及び安土村産）

1953年 4月6日捕獲

3.5 7.0 

第 14表 東京都

Pseudorasbora parva （太田区洗足池産）

1951年 12月20日捕獲

被襲幼虫数体重（g)
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4.。
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8.7 
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8.0 

7.3 

7.4 

No 

1 
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3 
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9 
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計

平均

5 

0.5 2.3 6.0 4.6 7.5 

( 36 ) 



213 昭和 29年 3月（1954）〕

東京都に於ける肝吸虫被嚢幼虫の
年度別浸淫度の比較

第 21表第 18表滋賀勝、（其の 4)

Pseudorasboraρarva （彦根市平田町

7Jく産試験場池産）

1953年 6月16日捕獲

体長
（平均）
cm 

一尾平均
寄生数

調査数
（尾）地産調査者

査
度

調
年

被嚢幼虫数 16 

0 

3～5 16 洗足池

洗足池

賀

垣

古

稲

1935 

7.5 

滋賀燃に於ける肝吸虫被嚢幼虫の

年度別浸淫度の比較

第 22表

一尾平均
寄生数

体長
（平均）
cm 

調査数
（尾）地

1941 

10 1951 

査
度

調
年

2.1 9.0 31 根

産

彦

調査者

滋賀県系
衛生課

稲垣

滋賀牒
衛生課

体重（g)

2.7 

I. 7 

1.6 

1. 7 

2.5 

1.0 

1.2 

2.7 

1.2 

1.3 

体長（cm)

6.4 

5.7 

5.5 
5.6 

6.4 

5.1 

5.0 

6.7 

5.9 

5.8 。5.7 10 根

幡

土

幡

土

彦
八
安
八
安

1953 

No. 

I 

2 

3 

4 

5 

t> 

7 

8 

9 

10 

言十

平均
10.5 7.3 63 1941 

0 

0 

0.3 

4. 総括

吾国に於ける最も濃厚なる浸：屋地として知られている

岡山県に就て見るに， 1951年から 1953年にかけて， 都

窪郡l福田村を中心として，児島郡興除村，御津郡芳田村，

上遁郡三幡村（現岡山市江並）産の P.ρ．に就て調査

した。（第1表～第7表）

之によると， 1951年稲田村に於ける第1回及び第2回

の検査合計20尾に就ての被襲幼虫総数は 72701i阿（最多

1858個，最少48何）で1尾平均寄生数は 363.5何であ

6.0 10 垣手首1953 

体長 問
産地調査数（平均）最多最少卒Z

（尾）
寄生数

3527 

岡山鯨下に於ける肝吸虫被褒幼虫の

年度別浸淫度の比較

調査
年度

5.8 1. 7 

第四表

1939 

363 

297 

120 

117 

31 

1 

443 

48 

3843 

1858 

7.7 

7.1 

6.9 

6.9 

6.6 

6.6 

7.1 

5.7 

1 

1 

調査者

1951 

1953 

1953 

1953 

1953 

1953 

1926 

1937 

るO

第四表に見るが如く， 14年前（1937年）同地方の同一

魚族に就て河井，湯本の調査した成績によると， 1尾平

均 1939個（最多3843個，最少443｛回）であるO 即ちザリ

ガニ分布前の岡山県中心地域の浸淫程度は，分布後の約

5～6分の 1に減少していることが知られるO

向お 1953年同村で捕獲せる 10尾の調査による 1尾平

均寄生数は297個で， 1951年より一層猷少しているO

その他興除村六区及び大水門芳田村米倉産の各10尾

の平均害生数は 891聞に過ぎず江並於にては P.ρ．には

1個， Leucogobioには 6,7例（第8表）を算するのみで

あった。

茨城県に就て見るに，同じく 1951年から 1953年にか

けて，牛久沼，霞浦，北浦等の P.p.その他に就て調

査したが， （第9表～第13表）牛久沼に於て 1951年 12

月に捕獲せる P.ρ.10尾に就ての被嚢幼虫数は 1尾平

均 77,7個（最多492，最少2）であった。 1953年井出が

茨城県系に於ける肝吸虫被~幼虫の

年度別浸淫度の比較

第 20表

8 

12 

10 

長谷川妹尾

河井一
目畠田湯本

稲垣市高田 20 

稲垣諸国 10

稲垣妹尾 10

稲垣六区 10

稲垣米倉 10

稲垣江並 10
（旧三幡）

附記：本表中の長谷川及び河井・湯本両氏の調査は

魚体の全部を長時間を費し精細に検索したもの

で，消化法によるものでないが，その精密さに大

差はないと考えられる。

一尾平均
寄生数

152 

3 

507 

78 

体長
（平均）
C立1

5.9 

7.2 

6.5 

8.5 

調査数
（屈）

5 
北浦
（白．鳥村）

北浦
（白鳥村）

牛久沼

牛久沼

地

1933 

1951 

1935 

1951 

産調査者

出

垣

出

垣

井

稿、

井

稲

調査
年度
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同地で P.ρ.12尾に就て検査した処， 1尾の平均寄生数

は506,5個で‘あったから（第20表）現在に於ては， ザリ

ガ二分布前の約6分の 1に減少していることになり，之

が恰も岡山県下に於けると同様の減少率を示しているこ

とは興味ある成績だと思われるO

叉北浦に於ては，鹿島郡白鳥村産の P.p.8尾に就て

調査したが， 1尾の平均寄生数は僅かに3個で1933年

井出が， 同地産の P.ρ.5尾に就て， 1尾平均 195｛岡

を検出したのに比べると，格段の減少を示しているO

向お霞浦では，新治郡安中村附近の P.p.5尾に就て

調査したが，被嚢幼虫は全く認められず，叉北浦でも，

鹿島郡鉾田町附近の P.p. 5尾に就ての調査では，被襲

幼虫は同様に認められなかった。

その他牛久沼，北浦産の Sarcocheilichthysvariegatus, 

Leucogobio guentheriに就ても参考のため調査したが，

（第10表） 1尾平均寄生激は極めて少数であった。

東京都に就て見るに， 太田区洗足池に於て i951年 12

月に捕獲せる P.ρ.10尾に就ての被襲幼虫の総数は O

であった（第14表）。然るに 1935年 10月古賀が， 同地

産の P.ρ.16尾に就て調査した際には 1尾平均16個を

検出している（第21表）。

滋賀県に就て見るに1953年に彦根市松原内湖及び平

田町水産試験場池，蒲生者I）八幡町及び安土村産の P.ρ．

各10尾に就て調査したが（第15表，第17表，第18表）

1尾平均寄生数は八幡町及び安土村に於て 0.5個を検出

したのみで，他は全く検出し得なかった。

未公表のものであるが，滋賀県街課生課が1941年に調

査した成績（第22表）によると，彦根市では 31尾調査，

1尾平均寄生数2.1個， 八幡町及び安土村では 63尾調

査， 1尾平均寄生数10.9個を検出したのに比して著し

い減少を示しているO

向お参考の為検した Sarcocheilichthysvariegatus に

於ても（第四表） 1尾平均寄生数は 0,1個で、あった。

5. 結語

1. 20世記後半初頭に於ける吾国の主な肝奴虫陵息

地方に於ける Pseudorasborapa仰 aに寄生している肝奴

虫被襲幼虫の浸淫度が数字を以て詳細に明示せられた。

2. アメリカザリガ二分布前後に於ける肝既虫被襲幼

虫の浸淫度を詳細に調査 した成績を比較検討したのに分

布後に於ける浸淫度は，分布前に於けるそれに比し著し

く低下しておることが確認された。而してこの低下の原

因はアメリカザリガニがマメタニシを捕喰するためで・あ

ると信ぜられる。
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